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筑波大学高大連携シンポジウム2016 

―若い世代による地方創生― ルポ

長　晃，木村　雅志，成島　大悟（筑波大学大学院社会工学専攻），
大澤　義明，吉瀬　章子（筑波大学社会工学域）

1.　はじめに

2016年11月5日 （土）高大連携シンポジウム2016
―高校生による地方創生―（筑波大学主催，日本オペ
レーションズ・リサーチ学会・応用地域学会後援）を
開催しました．このシンポジウムは，本年で8回を数
えるとともに，筑波大学の学園祭『雙峰祭』に併せて
学内研究企画としての開催も本年で7回目です．本大
学における高大連携活動の豊富な実績が，こうしたシ
ンポジウムの実現を後押ししてきました．表1，表2
はこれまでの取組内容と参加実績です．
本シンポジウムは，本学学生や教員の事前指導の下，
高校生が地域課題を発掘しグループで討論，科学的手
法を駆使しながら意見を収束させて導いた，解決案を
プレゼンテーションする場です．まさにわが国の教育

界が目指すアクティブラーニングそのものであり，そ
の成果は実践例ともなっています．シンポジウムは，
2部形式で構成され，高校生，高等学校教員，保護者，
伊藤眞本学副学長を含む大学教員，学生など約150名
が参加しました．
第1部では，本学が水害復興支援を精力的に行って

いる茨城県常総市から，水海道第一高等学校および水
海道第二高等学校，石下紫峰高等学校の生徒（8班）
が参加し，「地元高校生による常総復興計画」につい
て発表しました．また，つくば市からも，つくば秀英
高校の生徒（2班）が参加し，常総市を対象に「高校
生目線による常総復計画」についてソトモノ目線を含
めながら発表しました．さらに，本学ラグビー部が
18年間夏合宿でお世話になっている北海道網走郡津
別町から津別高等学校の生徒（1班）が参加し，「津
別まちなか再生事業」をテーマに研究成果を発表しま
した．
第2部では，地元茨城県内から日立北高等学校およ

び竜ヶ崎第一高等学校の生徒が参加し，「農家の利益
のリスクの最小化」や「介護施設の最適配置」など身
近な課題を掲げ，数理モデルを活用した研究成果を発
表しました．また，1部，2部の発表後，それぞれ中
川喜久治茨城県都市計画審議会会長，大山達雄日本
OR学会会長・政策研究大学院大学理事からご講評い
ただきました．わが国の官民を牽引する中川会長，大
山会長が高校生の発表にコメントされたことは，今回
のシンポジウムの大きな特徴です．さらにシンポジウ
ムの最後には，横田清泰内閣府地方創生推進事務局参
事官補佐より高校生を激励する総括のコメントをいた
だきました．
少子高齢化が進む現在，一億総活躍社会の実現が求

められていますが，まちづくりに関しては若者の意見
をどのように反映させるのかが大きな課題となってい
ます．今回は，過疎問題に直面する津別町，水害復興

表1　高大連携による次代の人材育成（都市計画関係）

表2　高大連携による次代の人材育成（最適化関係）
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が進む常総市，そして地元茨城県からの高校生，総勢
60名の高校生がいずれも地域課題に取り組んでおり，
その成果はワカモノ目線による全国の地方創生提案の
縮図とも言えるでしょう．
以下では，第1部，第2部それぞれを担当した
ティーチング・アシスタント（TA）によるルポを紹
介します．

2.　「高校生による地域復興・再生」ルポ

第1部の本発表に向けて８月に津別町にてそれぞれ

高大連携ワークショップを行いました．
茨城県常総市では，2期間に分けて実施し，2016
年8月1～3日につくば秀英高等学校から42名，8月
8～10日に茨城県立水海道第一高等学校から15名，
茨城県立水海道第二高等学校から15名，茨城県石毛
紫峰高等学校から15名の計45名が参加しました．北
海道津別町では8月27, 28日に実施し，北海道立津別
高等学校から計12名の高校生が参加しました．常総
市では高校生4～5名からなる1班に対しTAが1名付
き，各日程8班，計16班に分かれて作業を進めまし
た．一方津別町では高校生4名の1班に対しTAが1
名付き，3班で作業を進めました．

TAはグループワークのファシリテーターとしてだ
けでなく，GISやPhotoshopなどの分析手法やフィー
ルドワークにおける街の見方，プレゼンテーションの
指導などを全面的にサポートしました．
常総市のワークショップでは，以下の四つのテーマ

について，それぞれ2班ずつ取り組みました．
1）自然・歴史・文化による活性化プラン
2）安心・安全の地域づくり
3）戦略的ブランディング計画
4）若い世代の心をつかむまちづくり 
また津別町のワークショップでは，「住み続けたい

町・帰りたい町」のテーマについて3班が取り組みま
した．
本発表会では常総市で行ったワークショップから

10班，津別町から1班がそれぞれ以下の内容の発表
を行いました．
常総市の高校生による発表では，“常総市の野菜を

用いたイベントによる常総市野菜のブランディングを
行う”案や“常総市に多いブラジル人と仲良くなるイ
ベントを行う”案といった，高校生らしい視点に基づ
く興味深い提案が行われました．

図1　中川喜久治茨城県都市計画審議会会長による講評

図2　大山達雄日本OR学会会長による講評

図3　横田清泰内閣府地方創生推進事務局参事官補佐によ
る総括

表3　「地域復興・再生計画」スケジュール

6月24日 オリエンテーション（つくば秀英）

7月4日 オリエンテーション（水海道二）

7月6日 オリエンテーション（水海道一）

7月15日 オリエンテーション（石下紫峰）

8月1～3日 ワークショップ（常総市役所）

8月8～10日 ワークショップ（常総市役所）

8月27, 28日 ワークショップ（津別町役場）

11月5日 高大連携シンポジウム（筑波大学）
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津別町の高校生による発表では，津別高校のイメー
ジアップ・魅力化を図るために“ボランティア等で町
民と高校生が交流する”案や“商店街の活性化のため
のイベントを町民と高校生でワークショップを通して
考える”案といった，地元で暮らしている高校生が実
際に感じている課題を現実的な視点から解決しようと
する内容でした．

3.　「数理モデルで茨城の課題を解く」ルポ

第2部では，表4のスケジュールで課題に取り組ん
できた，日立北高等学校と竜ヶ崎第一高等学校の生徒
たちが，自分たちで発見した地域の問題に対して，最
適化手法によって解決しようと取り組んだ内容につい
て発表を行いました．
日立北高等学校第1班は茨城県の農業の天候や災害
による利益の減少に着目し，「作付けする野菜の種類
と時期をうまく決めて，期待利益の変動のリスクを最
小にする」というテーマについて発表を行いました． 
茨城県で栽培されている野菜の利益やリスクのデータ
を作成し，リスクを考慮しないときの野菜の利益と考

慮したときの野菜の作付けの利益を比較・考察しまし
た．
日立北高等学校第2班は少子高齢化が進む中，将来

新たな介護施設の建設が必要になることに着目し，
「新たな介護施設の配置をうまく決めて，介護施設利
用者の総移動距離を最小に」というテーマについて発
表を行いました．日立市の地区ごとの介護施設や高齢
者数を調査し，最適化手法を用いて高齢者の移動距離
が最も少なくなる配置場所を求め，検討した結果を報
告しました．
日立北高等学校第3班は郵便局員の負担を軽減する
方法に着目し，「郵便局の担当範囲をうまく決めて，

図4　常総市の高校生による発表

図5　津別町の高校生による発表

表4　「数理モデルで茨城の課題を解く」スケジュール

5月20日 オリエンテーション（竜ヶ崎一高）

6月24日 オリエンテーション（日立北高）

8月17～19日 ワークショップ（筑波大学）

9月～10月 各高校へ2～3回出張指導

11月5日 高大連携シンポジウム（筑波大学）

図6　日立北高1班のスライド（一部）
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郵便局員の移動距離を最小に」というテーマについて
発表を行いました．高校付近の郵便局に，配達の現状
に関してヒアリング調査を行い，人員を増加した場合
と新たに配達拠点を増やす場合について，各郵便局の
配達の担当範囲を最適化した結果の考察を行いました．
竜ヶ崎第一高等学校A班は，高校生間の環境や属性

によって情報伝達にどのような差が生じるのかに着目
し，「情報伝達経路をうまく決めて，情報伝達人数を
最小に」というテーマについて発表を行いました．
竜ヶ崎第一高等学校にて各生徒間に関するアンケート
調査を行い，結果を可視化して，男女や文系理系にお
ける情報伝達人数の違いについて考察を行いました．
竜ヶ崎第一高等学校B班は，茨城県議会議員選挙に

おける一票の格差に着目し，「選挙区と議席数をうま
く決めて，一票の格差を最小に」というテーマについ

て発表しました．茨城県議会事務局の方にヒアリング
を行い，県議会のルールに即したモデルを作成しまし
た．モデルを用いて一票の格差を最小にした実験結果
と，県議会で提案されている改善案を比較し，考察を
行いました．
最終発表では，緊張した面持ちでしたが，自分たち

がこれまで研究してきたテーマについて自信をもって
発表していました．日頃，「何の役に立つのだろう」
と感じながら勉強している数学が社会の役に立つこと
を，高校生も感じることができたのではないかと思っ
ています．
なお，このプロジェクトの実施にあたり， MSI（株）

様には最適化ソフトウェア（FICO Xpress）を無償で
ご提供していただきました．心より御礼を申し上げま
す．

図7　竜ヶ崎一高A班のスライド（一部） 図8　竜ヶ崎一高B班のスライド（一部）


